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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』（  ）一一

　

前
号
で
は
、
東
堀
留
川
（
堀
江
町
入
堀
）

の
河
岸
と
西
堀
留
川
（
伊
勢
町
堀
）
の
水

路
の
一
部
（「
鍵
の
手
」
部
分
）
が
埋
め
立

て
ら
れ
た
こ
と
ま
で
考
察
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
西
堀
留
川
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て

撤
去
さ
れ
た
橋
と
河
岸
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
す
。
図
版
は
前
号
を
参
照
し
て
下
さ

い
。

◇ 

震
災
後
の
復
興
事
業
で
消
失
し
た

水
路

　

震
災
後
の
復
興
事
業
で
、
東
堀
留
川
が

改
修
さ
れ
、
西
堀
留
川
も
埋
め
立
て
ら
れ

た
こ
と
は
『
郷
土
室
だ
よ
り
』
第
一
六
〇

号
で
説
明
し
た
通
り
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
西
堀
留
川
が
あ
っ
た
街
区

は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
幹
線
街
路
の

昭
和
通
り
が
新
設
さ
れ
、
街
並
み
が
一
新

し
た
の
で
す
。
昭
和
通
り
は
幅
員
が
四
四

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
現
在
の
江
戸
橋
か
ら
地

蔵
橋
（
龍
閑
川
に
架
か
っ
て
い
た
橋
）
に

至
る
区
間
は
、
全
て
新
設
。
こ
の
復
興
事

業
で
は
、「
日
本
橋
大
通
り
（
現
・
中
央
通

り
）
の
西
側
に
お
い
て
三
越
を
初マ

マめ
と
し

て
、
永
久
的
の
大
建
築
物
が
あ
り
（
略
）、

大
通
り
を
拡
張
し
得
な
い
事
情
が
昭
和
通

り
の
新
設
計
画
と
な
り
、
次
い
で
西
堀
留

川
の
埋
築
と
い
う
順
序
と
な
っ
た
」（『
中

央
区
史
』）
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
西
堀
留
川
は
昭
和
三
（
一

九
二
八
）
年
に
埋
立
が
完
了
し
、
新
設
さ

れ
た
街
区
の
道
路
と
市
街
地
に
組
み
込
ま

れ
ま
し
た
。

◇ 

堀
に
架
か
る
橋

　

荒あ

和ら

布め

橋
、
中
ノ
橋
、
道ど
う

浄じ
ょ
う

橋
、
雲き
ら
ず母

橋
が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
橋

に
つ
い
て
『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
年

刊
）
で
（『
中
央
区
史
』
も
参
考
）
見
て
み

ま
す
。
ま
ず
鍵
の
形
に
入
る
堀
に
架
か
っ

て
い
た
道
浄
橋
と
雲
母
橋
は
明
治
一
九

（
一
八
八
六
）
年
の
埋
立
で
撤
去
、
残
る
荒

和
布
橋
と
中
ノ
橋
も
昭
和
三（
一
九
二
八
）

年
の
水
路
の
埋
立
で
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

○�
荒
和
布
橋　

本
船
町
よ
り
小
舟
町
三
町

目
へ
架
す
。長
さ
一
二
間
五
尺
三
寸（
約

二
三
ｍ
）、
幅
三
間
半
（
約
六
・
五
ｍ
）。

橋
の
辺
海
草
の
店
多
き
故
に
名
と
す
。

　

※�

日
本
橋
川
か
ら
伊
勢
町
堀
に
入
る
入

口
に
架
か
っ
て
い
た
橋
。『
御ご

府ふ

内な
い

備び

考こ
う

』
に
「
海あ
ら
め帯
橋
」。『
江え

戸ど

砂す
な

子ご

』

に
は
「
あ
ら
め
橋
、
六
助
橋
と
も
云

う
。
橋
詰
に
て
あ
ら
め
、
わ
か
め
等

の
海
草
を
売
る
ゆ
え
の
な
り
」、『
新し
ん

編ぺ
ん

江え

戸ど

志し

』
に
も
「
江
府
の
あ
ら
め

多
く
是
よ
り
出
る
。
そ
の
外
海
草
軒

と
ひ
と
し
く
積
お
き
商
う
な
り
。
夏

は
と
こ
ろ
て
ん
多
く
是
よ
り
出
る
な

り
と
見
ゆ
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

�　

創
架
の
年
代
は
不
詳
と
さ
れ
、
昔

は
「
思し

案あ
ん

橋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と

伝
え
て
い
ま
す
。『
承
じ
ょ
う

応お
う

江
戸
絵
図
』

や
『
新し
ん

添て
ん

江
戸
之
図
』
に
「
志
あ
ん

橋
」「
志
あ
ん
は
し
」
と
あ
り
、『
寛か
ん

文ぶ
ん

新
板
江
戸
図
』
に
は
「
あ
ら
め
は

し
」、
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
の

『
江え

戸ど

図ず

鑑か
ん

綱こ
う

目も
く

』
以
降
は
「
あ
ら
め

は
し
」と
あ
り
ま
す
。『
日
本
橋
区
史
』

に
は
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
六

月
の
架
替
え
で
、
長
さ
九
間
（
約
一

六
・
四
ｍ
）、
幅
が
六
間
（
約
一
一
ｍ
）、

石
橋
と
あ
り
ま
す
。

○�

中
ノ
橋　

伊
勢
町
よ
り
小
舟
町
二
町
目

へ
架
す
。
長
さ
一
二
間
（
約
二
二
ｍ
）、

幅
二
間
（
約
三
・
六
ｍ
）。

　

※�

『
寛
文
新
板
江
戸
絵
図
』に
橋
が
描
か

れ
、『
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
再
板

尾
張
屋
版
切
絵
図
』
に
「
中
ノ
橋
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
御
府
内
備

考
』
に
は
伊
勢
町
橋
と
し
て
「
伊
勢

町
側
な
れ
ば
名
付
」と
し
て
い
ま
す
。

　
　

�　
『
橋
梁
一
覧
表
』（
東
京
府
統
計
書
・
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明
治
一
五
年
刊
）
に
「
木
橋
、
長

さ
一
二
間
（
約
二
二
ｍ
）、
幅
二
間

（
約
三
・
六
ｍ
）、
明
治
六
年
七
月

の
架
設
」
と
あ
り
、『
日
本
橋
区

史
』
に
は
「
明
治
三
八
（
一
九
〇

五
）
年
一
一
月
の
架
替
え
、
長
さ

九
間
（
約
一
六
・
四
ｍ
）、
幅
が
六

間
（
約
一
一
ｍ
）、
石
橋
」
と
あ
り

ま
す
。

○�

道
浄
橋　

伊
勢
町
に
あ
り
。
長
さ
四

間
（
約
七
・
三
ｍ
）
幅
三
間
（
約
五
・

五
ｍ
）。昔
此
の
所
に
道
浄
左
衛
門
と

云
う
人
あ
り
て
、
其
の
宅
前
の
橋
な

り
し
か
名
と
す
。

　

※�

道
常
橋
と
し
て
、
伊
勢
町
堀
塩
河

岸
の
東
の
方
、堀
の
浮う
き

世よ

小し
ょ
う

路じ

の

方
に
曲
が
る
角
の
所
に
あ
っ
た
橋

で
、『
正
し
ょ
う

保ほ
う

江
戸
絵
図
』
に
橋
が
見

え
ま
す
。『
江
戸
砂
子
』
に
「
こ
の

所
に
道
常
と
い
う
も
の
あ
り
て
か

け
た
る
よ
し
。
享
保
の
こ
ろ
ま
で

住
し
け
る
と
か
と
あ
り
、
他
に
北

条
氏
の
臣
池
永
有
右
衛
門
が
、
主

家
滅
亡
後
江
戸
に
出
て
こ
こ
に
住

し
た
」「
道
常
は
こ
の
池
永
氏
の
名

で
あ
る
。
ま
た
伊
勢
橋
と
も
称
し

た
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　

�　
『
橋
梁
一
覧
表
』
で
は
「
木
橋
、

長
さ
四
間
（
約
七
・
三
ｍ
）、
幅
三

間
（
約
五
・
五
ｍ
）、
安
政
五
年
中

架
設
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○�

雲
母
橋　

瀬
戸
物
町
に
あ
り
。
長
さ

四
間
（
約
七
・
三
ｍ
）
幅
一
間
四
尺

（
約
三
ｍ
）。
名
義
詳
し
な
ら
ず
。
本

名
益
田
橋
と
云
う
。
昔
此
の
地
の
名

主
益
田
某
の
創
建
な
れ
ば
な
り
。

　

※�

『
中
央
区
史
』に「
き
ら
ず
橋
は
伊

勢
町
堀
の
鍵
の
手
に
な
っ
た
最
も

奥
に
あ
っ
た
橋
で
、
名
義
は
詳
ら

か
で
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。『
正

保
江
戸
絵
図
』に
橋
が
見
え
ま
す
。

『
新し
ん

撰せ
ん

東と
う

京き
ょ
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』（
明
治
三

三
年
刊
）
に
は
「
本
名
は
益
田
橋

と
い
い
、
こ
の
地
の
名
主
益
田
氏

の
創
架
せ
し
と
こ
ろ
な
り
」
と
あ

り
ま
す
。

　
　

�　
『
橋
梁
一
覧
表
』
で
は
「
木
橋
、

長
さ
四
間
二
尺
（
約
八
ｍ
）、
幅
四

間
（
約
七
・
三
ｍ
）、
明
治
一
〇
年

一
月
架
設
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
西
堀
留
川
（
伊
勢
町
堀
）
の
河
岸

　

伊
勢
町
堀
は
、
日
本
橋
地
域
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
物
流
の
中
心
水
路
。

鍵
形
に
西
に
屈
曲
し
た
入
堀
北
部
の
河

岸
は
「
伊
勢
町
河
岸
」
あ
る
い
は
「
塩

河
岸
」、
対
岸
は
「
裏
河
岸
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
ま
た
南
部
の
東
岸
は
「
小
舟

河
岸
」、
西
岸
は
「
米
河
岸
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。『
東
京
府
誌
』（
明
治
一
一
年

編
纂
・
以
下
『
府
誌
』）
に
も
「
裏
河
岸

は
西
の
入
堀
の
南
岸
、
塩
河
岸
は
西
の

入
堀
の
北
岸
、
米
河
岸
は
東
の
河
岸
」

と
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
河
岸
に
は
、
乾
物
・
穀
物

を
中
心
に
全
国
か
ら
集
ま
る
諸
種
の
物

資
が
荷
揚
げ
さ
れ
、
そ
れ
を
収
め
る
蔵

が
ぎ
っ
し
り
と
建
ち
並
ん
で
い
ま
し

た
。『
江え

戸ど

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
に
も
米
河
岸
・

塩
河
岸
沿
い
に
蔵
が
建
ち
並
ぶ
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

◇
伊
勢
町
河
岸
（
塩
河
岸
）

　

鍵
形
に
屈
曲
し
た
水
路
は
室
町
三
丁

目
の
地
先
で
堀
留
ま
り
、
水
路
に
沿
っ

て
北
側
に
本
町
三
丁
目
裏
河
岸
と
伊
勢

町
、
堀
留
一
丁
目
が
並
び
ま
す
。

　
『
御
府
内
備
考
』
は
「
塩
問
屋
が
あ
っ

た
の
で
塩
河
岸
と
称
し
た
」
と
し
て
い

ま
す
。『
承
応
江
戸
絵
図
』
に
「
し
ほ

丁
」、『
新
添
江
戸
絵
図
』
に
は
「
し
ほ

ャ
丁
」
と
あ
り
、『
江
戸
名
所
図
会
』
で

は
「
道
浄
橋
の
東
に
塩
河
岸
」
と
あ
り

ま
す
。

　

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
九
月
二

八
日
に
、
道
浄
橋
よ
り
以
西
、
堀
留
ま

で
の
河
岸
地
の
南
岸
を
「
南
塩
河
岸
」、

北
岸
を
「
北
塩
河
岸
」
と
正
式
名
称
が

付
き
ま
し
た
。

○
室
町
三
丁
目

　

室
町
二
丁
目
の
北
側
に
続
き
、
現
在

の
日
本
橋
室
町
二
丁
目
に
あ
た
り
ま

す
。
東
側
に
は
伊
勢
町
堀
の
堀
留
に
突

き
当
た
る
横
町
、
浮
世
小
路
が
あ
り
ま

す
。
呼
び
名
は
、『
武ぶ

江こ
う

図ず

説せ
つ

』
に
「
此

の
所
に
畳
表
浮
世
臥
座
の
み
せ
あ
っ
た

た
め
、
ま
た
こ
こ
に
浮
世
風
呂
屋
が
あ

り
遊
女
が
多
か
っ
た
た
め
俗
称
さ
れ

た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
『
延え
ん

宝ぽ
う

江え

戸ど

方ほ
う

角が
く

安あ
ん

見け
ん

図ず

』
に

は
「
う
き
よ
し
や
う
じ
」
と
あ
り
、「
し

や
う
じ
」
は
加
賀
国
の
方
言
。
江
戸
の

初
期
に
加
賀
出
身
の
者
が
加
賀
笠
を
売

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
呼
ん
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
諸
問
屋

再
興
『
諸
問
屋
名
前
帳
』（
以
下
『
名
前

帳
』）
に
小
間
物
問
屋
二
軒
、
本
両
替

屋
・
両
替
屋
・
下
り
蝋
燭
問
屋
・
住
吉

組
荒
物
問
屋
・
薬
種
問
屋
・
舂
米
屋
が

各
一
軒
と
あ
り
、『
新
撰
東
京
名
所
図

会
』
に
は
天
臣
堂
医
院
、
三
友
倶
楽
部
、

村
井
兄
弟
商
会
東
京
支
店
、
諸
新
聞
雑

誌
広
告
取
次
及
び
煙
草
販
売
店
の
一
貫
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商
会
、
洋
服
地
並
和
洋
釦
類
の
丸
上
商

店
、
薬
種
店
の
資
生
堂
、
平
沢
薬
種
店
、

島
田
薬
種
問
屋
、
果
物
洋
酒
玉
子
類
の

千
疋
屋
、
紙
業
の
萬
屋
、
久
能
木
茶
問

屋
、
旅
宿
の
名
倉
屋
本
店
、
洋
酒
食
品

販
売
の
合
資
会
社
大
黒
社
、
牛
肉
料
理

店
の
吉
川
、
鰻
蒲
焼
料
理
店
の
丸
喜
な

ど
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　

室
町
三
丁
目
一
円
は
、
関
東
大
震
災

後
の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
七

（
一
九
三
二
）年
九
月
一
日
に
室
町
二
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
本
町
三
丁
目
裏
河
岸

　

室
町
三
丁
目
の
東
、
伊
勢
町
堀
の
北

岸
に
位
置
す
る
片
側
町
。
現
在
の
日
本

橋
本
町
一
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
明
治

二
（
一
八
六
九
）
年
四
月
に
、
室
町
三

丁
目
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
、
炭
薪
仲
買
問
屋
が

二
軒
と
あ
り
ま
す
。

○
伊
勢
町

　

本
町
三
丁
目
の
東
に
位
置
し
、
水
路

沿
い
に
一
番
地
か
ら
一
三
番
地
ま
で
続

き
、
現
在
の
日
本
橋
本
町
一
・
二
丁
目

に
あ
た
り
ま
す
。

　

町
名
の
由
来
は
「
伊
勢
か
ら
移
住
し

た
人
の
住
ん
だ
為
」
と
か
「
北
条
氏
政

の
弟
氏
村
が
小
田
原
滅
亡
の
後
出
家
し

伊
勢
氏
を
称
し
て
此
処
に
住
み
、
其
子

の
善
次
郎
が
此
処
で
名
主
と
な
っ
た
の

に
ち
な
む
」
と
云
い
ま
す
。
ま
た
北
部

を
「
塩
河
岸
」、
東
の
一
部
を
「
米よ
ね

河

岸
」
と
唱
え
、
こ
の
両
河
岸
が
西
堀
留

川
を
は
さ
ん
で
、
全
国
か
ら
来
る
物
資

（
主
に
乾
物
穀
物
）の
荷
揚
場
で
あ
っ
た

（『
新
修
日
本
橋
区
史
』）。『
名
前
帳
』の

問
屋
数
は
、
後
述
の
「
米
河
岸
」
を
参

照
し
て
下
さ
い
。『
新
撰
東
京
名
所
図

会
』
に
木
綿
呉
服
商
店
の
塚
本
合
名
会

社
、
真
綿
打
綿
問
屋
の
奥
州
屋
、
織
物

商
店
の
正
田
屋
、木
綿
商
の
萬
茂
商
店
、

八
王
子
織
物
取
次
商
店
、
太
物
商
店
の

伊
勢
屋
、
絵
具
・
染
料
・
乾
物
・
薬
物

問
屋
の
半
田
屋
、
絵
具
・
染
料
・
線
香
・

生
渋
問
屋
の
大
坂
屋
、薬
種
店
の
萬
惣
、

薬
品
・
薬
物
・
線
香
類
販
売
の
平
田
商

店
、
醤
油
問
屋
の
中
條
商
店
、
関
根
砂

糖
問
屋
、
生
蝋
・
白
蝋
・
魚
油
・
燐
寸

問
屋
の
和
泉
屋
、
保
田
運
送
店
、
内
国

通
運
㈱
伊
勢
町
出
張
所
、第
二
十
銀
行
、

旅
館
の
喜
根
屋
な
ど
で
、
繊
維
関
係
や

薬
種
関
係
の
名
前
が
見
え
ま
す
。

　

伊
勢
町
二
六
～
二
八
番
地
は
、
関
東

大
震
災
後
の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
九
月
一
日
に

室
町
二
丁
目
、
残
り
の
伊
勢
町
の
一
部

一
～
一
一
番
地
（
米
河
岸
の
一
部
を
含

む
）
は
本
町
一
丁
目
に
、
北
大
部
一
二

～
二
五
（
米
河
岸
の
一
部
を
含
む
）
は

本
町
二
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
堀
留
町
一
丁
目

　

伊
勢
町
の
東
に
位
置
す
る
片
側
町
。

南
は
伊
勢
町
堀
の
堀
留
ま
り
。
八
町
河

岸
の
一
つ
。
現
在
の
日
本
橋
本
町
二
丁

目
、
日
本
橋
堀
留
町
一
丁
目
、
日
本
橋

小
舟
町
に
あ
た
り
ま
す
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』
に
「
六
十
間
河
岸
」、

『
新
添
江
戸
絵
図
』
に
は
「
六
十
間
丁
」、

『
延
宝
江
戸
方
角
安
見
図
』
で
は
「
ほ
り

ど
め
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
『
江
戸
買
物
独
案
内
』（
文
政

七
・
一
八
二
四
年
刊
）
に
は
紙
問
屋
・

諸
国
茶
問
屋
・
線
香
問
屋
の
湊
屋
源
三

郎
、
煙
草
問
屋
の
湊
屋
仁
左
衛
門
、
諸

国
茶
問
屋
・
醤
油
酢
問
屋
の
長
崎
屋
、

結
納
鰹
節
干
肴
所
の
川
村
庄
左
衛
門
、

乾
物
問
屋
の
川
村
十
兵
衛
、
畳
表
問
屋

の
清
水
屋
、
煙
草
問
屋
の
丹
波
屋
、
醤

油
酢
問
屋
の
横
田
屋
の
名
前
が
あ
り
ま

す
。

　
『
名
前
帳
』
の
問
屋
数
は
一
四
軒
で
、

河
岸
八
町
米
仲
買
二
軒
の
外
は
、
関
東

米
穀
三
組
問
屋
・
雑
穀
為
登
組
・
茶
問

屋
・
肴
問
屋
・
炭
薪
仲
買
・
両
替
屋
・

下
り
水
油
問
屋
・
水
油
仲
買
・
紙
問
屋
・

薬
種
問
屋
・
住
吉
組
荒
物
問
屋
・
瀬
戸

物
問
屋
が
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　

堀
留
町
一
丁
目
の
一
円
は
、
関
東
大

震
災
後
の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、
昭

和
七
（
一
九
三
二
）
年
九
月
一
日
に
本

町
二
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

◇
伊
勢
町
裏
河
岸

　

伊
勢
町
河
岸
（
塩
河
岸
）
の
対
岸
。

河
岸
地
沿
い
に
は
瀬
戸
物
町
と
伊
勢
町

と
並
び
ま
す
。『
寛
永
江
戸
図
』
で
は

「
い
せ
町
う
ら
か
し
」
と
し
て
い
ま
す
。

○
瀬
戸
物
町

　

伊
勢
町
堀
の
南
岸
、
室
町
二
・
三
丁

目
の
東
に
位
置
す
る
両
側
町
。
南
は
小

田
原
町
、
東
は
伊
勢
町
に
接
し
、
魚
河

岸
と
室
町
の
繁
華
街
に
接
す
る
場
所
に

位
置
し
、
現
在
の
日
本
橋
室
町
一
・
二

丁
目
、
日
本
橋
本
町
一
・
二
丁
目
に
あ

た
り
ま
す
。
町
名
の
由
来
は
、『
新
撰
東

京
名
所
図
会
』
に
「
尾
張
国
春
日
井
郡

瀬
戸
村
（
現
・
愛
知
県
瀬
戸
市
）
産
の

陶
磁
器
を
扱
う
水
野
兵
四
郎
・
大
原
某

ら
六
軒
の
店
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
、

今
は
こ
れ
等
の
瀬
戸
物
店
は
な
し
」
と

あ
り
ま
す
。

　

江
戸
の
初
期
に
は
、
瀬
戸
物
商
の
多

い
所
と
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
後
に

は
魚
河
岸
の
外
郭
の
一
部
を
形
成
し

て
、
魚
問
屋
の
多
い
町
へ
と
変
化
し
て
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い
ま
す
。
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
に
、

備
前
屋
与
兵
衛
が
山
田
屋
八
左
衛
門

（
本
町
）・
大
津
六
左
衛
門
（
駿
河
町
）

ら
と
三
都
一
三
人
の
仲
間
を
結
成
し
、

専
業
の
町
飛
脚
問
屋
（
※
）
を
興
し
て

い
ま
す
。

　

※�

町
飛
脚
問
屋　

毎
月
三
回
の
東
海

道
定
期
便
、
江
戸
・
大
坂
間
の
金

銀
逓
送
の
金
飛
脚
を
開
始
し
た
。

こ
の
時
期
以
前
は
、
専
業
の
飛
脚

問
屋
が
少
な
く
、多
く
は
関
西（
京

都
・
大
阪
）
と
江
戸
の
物
資
廻
漕

便
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
天
明

二
（
一
七
八
二
）
年
に
伏
見
屋
と

島
屋
が
組
合
を
結
成
（
九
名
）
し

て
、
幕
府
公
認
の
定
飛
脚
問
屋
と

な
っ
て
い
る
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
は
鰹
節
・
塩

干
肴
問
屋
の
伊
勢
屋
伊
兵
衛
（
に
ん
べ

ん
）、
乾
物
問
屋
の
伊
豆
屋
、
船
積
住
吉

組
奥
州
筋
幷
石
巻
・
乾
物
問
屋
・
石
灰

問
屋
・
絵
具
染
草
問
屋
の
伊
勢
屋
、
御

前
海
苔
所
紀
州
・
尾
張
御
用
の
久
保
田

儀
左
衛
門
、
醤
油
酢
問
屋
・
絵
具
染
草

問
屋
・
線
香
問
屋
の
万
屋
、
丸
藤
問
屋
・

絵
具
染
草
問
屋
の
湯
浅
重
左
衛
門
、
諸

国
銘
茶
所
青
雲
軒
の
伊
勢
屋
、
生
蝋
燭

問
屋
・
卸
小
売
の
越
後
屋
な
ど
の
有
力

商
人
の
名
前
の
ほ
か
、
鼈
甲
櫛
笄
所
・

生
地
板
・
銀
粉
細
工
の
保
根
屋
、
木
綿

類
・
地
染
手
拭
問
屋
の
房
州
屋
、
刷
物
・

千
代
紙
・
絵
半
切
問
屋
文
化
堂
の
塩
屋

な
ど
の
名
前
も
見
え
ま
す
。
ま
た
、『
延

宝
方
角
安
見
図
』
に
「
く
だ
も
の
い
ろ

い
ろ
」
と
あ
り
、
水
菓
子
屋
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
の
『
江

戸
十
組
問
屋
便
覧
』（
以
下
『
便
覧
』）

に
問
屋
数
は
二
二
軒
。
肴
問
屋
二
軒
、

下
り
鰹
節
問
屋
と
乾
物
問
屋
が
各
一

軒
、
住
吉
組
荒
物
問
屋
三
軒
、
炭
薪
仲

買
五
軒
、
竹
木
炭
薪
問
屋
一
軒
、
舂
米

屋
二
軒
、
両
替
屋
・
版
木
屋
が
各
二
軒
、

茶
問
屋
・
笘
問
屋
・
雛
問
屋
が
各
一
軒
。

ま
た
『
名
前
帳
』
の
問
屋
数
も
同
じ
二

二
軒
で
、
肴
問
屋
二
軒
、
下
り
鰹
節
問

屋
・
乾
物
問
屋
が
各
一
軒
、
住
吉
組
荒

物
問
屋
三
軒
、
炭
薪
仲
買
五
軒
、
竹
木

炭
薪
問
屋
一
軒
、
舂
米
屋
二
軒
、
両
替

屋
・
版
木
屋
が
各
二
軒
、
茶
問
屋
・
笘

問
屋
・
雛
問
屋
が
各
一
軒
で
、『
便
覧
』

と
あ
ま
り
変
化
が
無
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
呉
服
商
店

の
東
国
屋
、
絵
具
染
料
商
店
の
桂
屋
、

岡
本
薬
種
問
屋
、
絵
具
染
料
問
屋
の
半

田
屋
、
洋
酒
・
絵
具
染
料
・
薬
種
問
屋
・

西
洋
小
間
物
商
の
勉
強
堂
、
吉
野
生
糸

商
店
、
鰹
節
商
店
の
伊
勢
屋
、
酒
店
の

伊
勢
利
屋
、
高
津
度
量
衛
器
販
売
店
、

運
送
業
の
三
立
社
、
東
京
穴
蔵
大
工
職

業
組
合
事
務
所
、
日
本
生
命
保
険
株
式

会
社
東
京
支
店
、
日
本
海
陸
保
険
会
社

出
張
所
、
寄
席
の
伊
勢
本
の
名
前
が
見

え
ま
す
。

　

瀬
戸
物
町
は
、
関
東
大
震
災
後
の
帝

都
区
画
整
理
事
業
で
、
昭
和
七
（
一
九

三
二
）
年
九
月
一
日
に
東
一
部
六
～
一

五
番
地
は
本
町
一
丁
目
、
北
大
部
一
二

～
二
五
番
地（
米
河
岸
の
一
部
を
含
む
）

は
本
町
二
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
伊
勢
町

　

瀬
戸
物
町
の
東
に
位
置
し
、
水
路
沿

い
に
一
三
番
地
か
ら
一
七
番
地
と
続

き
、西
側
で
米
河
岸
に
接
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
日
本
橋
本
町
二
丁
目
。

　
『
名
前
帳
』
の
問
屋
数
は
「
米
河
岸
」

を
参
照
し
て
下
さ
い
。『
新
撰
東
京
名
所

図
会
』
に
は
生
蝋
・
白
蝋
・
魚
油
・
燐

寸
問
屋
の
和
泉
屋
、
真
綿
・
打
綿
問
屋

の
奥
州
屋
、
小
西
絵
具
店
と
旅
館
の
喜

根
屋
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

◇
米
河
岸

　

伊
勢
町
堀
の
西
側
、
伊
勢
町
・
本
船

町
が
続
き
ま
す
。『
延
宝
江
戸
方
角
安
見

図
』
に
、
江
戸
橋
際
の
日
本
橋
北
岸
と

小
網
町
一
丁
目
の
河
岸
地
に
「
こ
め
が

し
」
と
あ
り
ま
す
。
俗
に
米
河
岸
と
呼

ば
れ
た
河
岸
地
の
名
称
は
、
常
陸
国
小

田
城
城
主
小
田
天
庵
の
末
孫
主
従
が
移

住
し
て
き
て
、
そ
の
家
老
高
瀬
善
兵
衛

が
主
家
の
仕
官
運
動
中
に
米
穀
商
を
営

ん
だ
た
め
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

堀
沿
い
の
河
岸
地
に
は
米
問
屋
の
白

壁
の
倉
が
並
び
、『
西
鶴
置
土
産
』
に
は

「
伊
勢
町
の
大
盃
と
い
え
る
大
じ
ん
」

「
月
夜
の
利
左
衛
門
と
い
え
る
大
臣
」な

ど
と
あ
り
、
河
岸
地
の
商
人
た
ち
の
生

活
ぶ
り
が
分
か
り
ま
す
。明
治
一
〇（
一

八
七
七
）
年
一
〇
月
二
〇
日
に
、
荒
布

橋
よ
り
以
北
道
浄
橋
ま
で
の
河
岸
地

が
、「
米
河
岸
」
と
正
式
名
称
に
な
り
ま

し
た
。

　
『
日
本
橋
区
史
』
の
「
河
岸
地
名
称

表
」
に
、
米
河
岸
と
し
て
「
河
岸
番
号

一
号
乃
至
一
六
号
は
所
在
地
が
本
船
町

一
九
乃
至
二
五
番
地
先
、
同
一
七
号
乃

至
四
一
号
は
同
伊
勢
町
一
乃
至
一
〇
番

地
先
」
と
あ
り
ま
す
。

○
伊
勢
町

　

伊
勢
町
堀
に
沿
う
片
側
町
。
八
町
米

河
岸
の
一
つ
で
、
西
で
瀬
戸
物
町
・
小

田
原
町
二
丁
目
・
長
濱
町
、
南
で
は
本

船
町
と
接
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
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橋
本
町
一
・
二
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　
『
江
戸
総
鹿
子
名
所
大
全
』に
は
米
問

屋
が
集
中
し
毎
日
相
場
が
立
ち
、
米
・

油
・
綿
な
ど
諸
色
問
屋
の
内
田
市
左
衛

門
・
山
口
作
兵
衛
・
と
た
ん
や
清
兵
衛
・

か
ま
く
ら
や
市
兵
衛
・
丸
屋
久
右
衛
門

な
ど
大
店
の
名
前
が
見
え
ま
す
。
ま
た

『
江
戸
買
物
独
案
内
』
に
も
、
奥
川
筋
船

積
問
屋
の
高
橋
屋
、
鼈
甲
朝
鮮
生
地
板

問
屋
・
小
間
物
問
屋
の
木
屋
、
諸
国
茶
・

醤
油
酢
・
明
樽
問
屋
の
中
条
屋
、
下
塩

仲
間
問
屋
・
明
樽
問
屋
の
永
楽
屋
、
醤

油
酢
問
屋
の
田
中
屋
、
蝋
問
屋
の
大
津

屋
、
麻
苧
問
屋
の
奥
州
屋
、
絵
具
染
草
・

線
香
・
丸
藤
問
屋
の
伊
勢
屋
、
線
香
・

絵
具
染
草
問
屋
の
半
田
屋
、
下
り
傘
・

畳
表
問
屋
の
繁
本
屋
、
竹
皮
問
屋
の
酒

井
屋
、
唐
和
薬
問
屋
の
大
和
屋
、
線
香
・

絵
具
染
草
・
丸
藤
問
屋
の
熊
野
屋
な
ど

名
前
が
あ
り
、
大
店
が
集
ま
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
問
屋
数
は
四
四
軒
で
、

そ
の
う
ち
河
岸
八
町
米
仲
買
五
軒
・
地

廻
米
穀
問
屋
一
軒
・
脇
店
八
カ
所
組
問

屋
一
軒
・
舂
米
屋
二
軒
と
米
関
係
問
屋

が
九
軒
。ほ
か
に
下
り
水
油
問
屋
二
軒
・

地
廻
水
油
問
屋
一
軒
・
伊
豆
油
仲
買
二

軒
と
水
油
関
係
が
五
軒
。
住
吉
組
荒
物

問
屋
六
軒
、
茶
問
屋
・
炭
薪
仲
買
が
各

三
軒
、
呉
服
問
屋
・
小
間
物
問
屋
・
六

組
飛
脚
屋
が
各
二
軒
、
乾
物
問
屋
・
糖

問
屋
・
木
綿
問
屋
・
糸
問
屋
・
繰
綿
問

屋
・
紺
屋
・
下
り
蝋
燭
問
屋
・
地
廻
蝋

燭
問
屋
・
暦
問
屋
・
版
木
屋
・
瀬
戸
物

問
屋
・
番
組
人
宿
が
各
一
軒
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
は
真
綿
打

綿
問
屋
の
奥
州
屋
、
小
西
絵
具
店
、
生

蝋
・
晒
蝋
商
店
の
大
津
屋
、
熱
田
薬
種

店
、
中
島
薬
種
店
、
平
沢
薬
種
店
、
後

藤
砂
糖
問
屋
、
料
理
店
の
伊
勢
勝
の
名

前
が
見
え
ま
す
。

○
本
船
町

　
『
郷
土
室
だ
よ
り
』第
一
五
八
号
を
参

照
し
て
下
さ
い
。

◇
小
舟
河
岸

　

堀
留
町
一
丁
目
の
南
側
か
ら
小
舟
町

（
一
丁
目
～
三
丁
目
）
の
西
側
に
位
置

し
、
西
堀
留
川
沿
い
一
帯
の
河
岸
地
。

一
丁
目
は
一
八
七
坪
八
五
、
二
丁
目
は

四
六
九
坪
、
三
丁
目
は
四
一
坪
四
あ
り

ま
し
た
。

　

寛
永
の
頃
は
「
あ
え
も
の
河
岸
」
と

呼
ば
れ
、『
寛
永
江
戸
図
』
に
、
西
堀
留

川
の
西
側
に
「
こ
ふ
な
丁
」、
同
二
丁
目

の
東
側
に
は
「
あ
え
も
の
か
し
」
と
あ

り
ま
す
。

　

小
舟
河
岸
は
名
前
の
通
り
、
舟
の
出

入
り
し
た
町
。
江
戸
湊
の
中
心
に
位
置

し
、
江
戸
か
ら
明
治
・
大
正
と
問
屋
が

軒
を
連
ね
て
い
た
町
で
す
。廻
漕
問
屋
、

鰹
節
塩
干
魚
問
屋
・
荒
物
乾
物
海
草
問

屋
・
畳
表
問
屋
・
砂
糖
問
屋
・
団
扇
問

屋
・
錦
糸
・
綿
布
問
屋
な
ど
が
軒
を
並

べ
、
そ
れ
ら
の
代
表
的
問
屋
が
こ
こ
に

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。な
か
で
も
錦
糸
・

綿
布
問
屋
は
こ
こ
が
主
力
を
な
し
、
錦

糸
の
斎
便
、
丸
紅
東
京
店
、
岩
友
、
柿

沼
な
ど
が
、
大
正
時
代
の
屈
指
の
店
だ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
六
月
六

日
に
、
荒
布
橋
よ
り
以
北
道
浄
橋
ま
で

の
河
岸
地
が
「
小
舟
河
岸
」
の
正
式
名

称
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
日
本
橋
区
史
』
の
「
河
岸
地
名
称

表
」
に
、
小
舟
河
岸
と
し
て
「
河
岸
番

号
一
号
乃
至
一
五
号
は
所
在
地
が
小
舟

町
三
丁
目
一
乃
至
一
一
番
地
先
、
同
一

六
号
乃
至
三
二
号
は
同
小
舟
町
二
丁
目

一
乃
至
一
一
番
地
先
、
同
三
三
号
乃
至

四
五
号
は
小
舟
町
一
丁
目
一
乃
至
八
番

地
先
、
同
四
六
号
乃
至
五
一
号
は
堀
留

町
一
丁
目
一
乃
至
四
番
地
先
」
と
あ
り

ま
す
。

○
小
舟
町
一
丁
目

　

伊
勢
町
堀
の
東
岸
に
沿
う
片
側
町
。

北
か
ら
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
と
南
に
続

き
ま
す
。
現
在
の
日
本
橋
小
舟
町
に
あ

た
り
ま
す
。
小
舟
町
一
帯
は
、
慶
長
八

（
一
六
〇
三
）年
の
町
割
以
後
は
下
舟
町

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、享
保
五（
一

七
二
〇
）
年
に
、
小
舟
町
と
改
称
。
本

船
町
に
対
す
る
町
名
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』
に
、
伊
勢
町
堀
の
西

側
河
岸
地
に
「
小
ふ
な
町
」・「
同
二
丁

メ
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
『
承
応
江

戸
絵
図
』
で
は
東
側
河
岸
地
に
移
り
、

三
丁
目
の
場
所
に
「
小
舟
丁
」、
二
丁
目

の
場
所
が
「
あ
い
物
か
し
」
と
あ
り
、

『
寛
文
新
板
江
戸
絵
図
』以
降
北
か
ら
一

～
三
丁
目
と
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

小
舟
町
は
、
堀
江
町
や
伊
勢
町
な
ど

と
と
も
に
八
町
河
岸
の
一
つ
と
し
て
、

有
力
商
人
た
ち
が
店
を
構
え
蔵
を
並
べ

て
い
ま
し
た
。
河
岸
地
に
は
船
積
問
屋

が
集
ま
り
、
鰹
節
干
肴
問
屋
も
多
い
こ

と
か
ら
「
鰹
河
岸
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。『
府
誌
』
に
、
鰹
河
岸
「
伊
勢
町
堀

の
東
岸
を
云
う
。
日
本
橋
の
魚
市
と
相

隣
り
鰹
節
問
屋
多
け
れ
ば
な
り
」
と
あ

り
ま
す
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』に
は
奥
川
筋
船
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積
問
屋
の
錠
屋
・
金
屋
ら
の
有
力
商
人

の
名
前
が
あ
り
、
ほ
か
に
鰹
節
塩
干
肴

問
屋
や
下
り
傘
問
屋
・
畳
表
問
屋
・
菅

笠
問
屋
、
油
商
人
ら
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
有
力
問
屋
の
間
に
、

茶
・
麻
苧
・
海
藻
・
明
樽
・
絵
具
染
草
・

釘
鉄
銅
物
・
唐
和
薬
種
な
ど
の
店
が
軒

を
連
ね
て
い
ま
し
た
。『
便
覧
』に
も
問

屋
数
二
七
軒
の
う
ち
、
奥
川
筋
船
積
問

屋
五
軒
や
畳
表
問
屋
・
下
り
傘
問
屋
各

四
軒
、
蕨
縄
問
屋
・
水
油
仲
買
各
二
軒
、

鰹
節
問
屋
・
明
樽
問
屋
・
線
香
問
屋
各

一
軒
、
そ
の
他
七
軒
と
あ
り
、
小
舟
町

の
問
屋
街
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』の
問
屋
数
は
二
八
軒
。
内

訳
は
河
岸
八
町
米
仲
買
六
軒
、
地
廻
米

穀
問
屋
四
軒
、
関
東
米
穀
三
組
問
屋
三

軒
、
脇
店
八
カ
所
組
問
屋
三
軒
、
雑
穀

為
登
組
一
軒
、
舂
米
屋
二
軒
と
あ
り
、

米
関
係
の
問
屋
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
他
に
乾
物
問
屋
三
軒
、
下
り
鰹

節
問
屋
一
軒
、堀
留
組
畳
表
問
屋
二
軒
、

住
吉
組
荒
物
問
屋
・
下
り
蝋
燭
問
屋
・

薬
種
問
屋
が
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
に
は
、
細
糸

紡
績
㈱
、
日
本
洋
紙
合
資
会
社
、
織
物

商
の
久
保
田
喜
右
衛
門
、
洋
糸
商
の
平

沼
八
太
郎
、
乾
物
商
の
鳥
居
立
之
助
、

荒
物
商
の
鈴
木
熊
右
衛
門
、
回
漕
業
の

静
岡
屋
、
砂
糖
問
屋
の
金
子
秀
次
郎
、

貸
席
の
原
新
三
郎
の
名
前
が
あ
り
、
明

治
期
に
は
業
種
の
変
化
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

小
舟
町
一
丁
目
（
小
舟
河
岸
の
一
部

を
含
む
）
の
一
円
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、昭
和
七（
一

九
三
二
）
年
九
月
一
日
に
小
舟
町
二
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
小
舟
町
二
丁
目

　

小
舟
町
一
丁
目
の
南
に
続
き
ま
す
。

現
在
の
日
本
橋
小
舟
町
に
あ
た
り
ま

す
。
東
岸
の
河
岸
地
は
「
醤
あ
い
も
の

河
岸
」
と

も
呼
ば
れ
、『
承
応
江
戸
絵
図
』
に
「
あ

い
物
か
し
」
と
あ
り
ま
す
。
一
丁
目
と

の
間
か
ら
対
岸
の
伊
勢
町
へ
中
ノ
橋
が

架
か
り
ま
す
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』に
奥
川
筋
船
積

問
屋
の
竹
村
屋
、
水
油
仲
買
の
丸
屋
、

線
香
問
屋
の
伊
勢
屋
な
ど
の
名
前
。『
便

覧
』
に
問
屋
数
一
三
軒
で
、
鰹
節
問
屋

が
六
軒
、
奥
川
筋
船
積
問
屋
・
下
り
傘

問
屋
が
各
二
軒
。
他
に
生
布
海
苔
・
水

油
仲
買
・
そ
の
他
各
一
軒
で
す
。『
名
前

帳
』
に
は
問
屋
数
が
一
一
軒
で
、
下
り

鰹
節
問
屋
が
三
軒
。
他
に
住
吉
組
荒
物

問
屋
と
下
り
水
油
問
屋
・
地
廻
水
油
問

屋
・
水
油
仲
買
・
魚
油
問
屋
が
各
一
軒

あ
り
、
糖
問
屋
・
舂
米
屋
・
両
替
屋
が

各
一
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
鰹
節
海
産

商
の
籾
山
商
店
、
鰹
節
問
屋
海
産
商
の

加
島
屋
、
晒
布
海
苔
其
他
問
屋
の
平
田

善
八
、
麻
布
荒
物
商
の
村
田
定
吉
、
銅

鉄
商
の
鉄
屋
、
水
油
石
油
問
屋
の
小
倉

常
吉
、職
工
薬
品
販
売
商
の
村
松
清
吉
、

信
濃
銀
行
東
京
支
店
の
名
前
が
見
え
ま

す
。

　

小
舟
町
二
丁
目
の
南
半
八
の
一
～
一

五
（
小
舟
河
岸
の
一
部
を
含
む
）
は
、

関
東
大
震
災
後
の
帝
都
区
画
整
理
事
業

で
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
九
月
一

日
に
小
舟
町
一
丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

○
小
舟
町
三
丁
目

　

小
舟
町
二
丁
目
の
南
に
続
き
ま
す
。

現
在
の
日
本
橋
小
舟
町
に
あ
た
り
ま

す
。
小
網
町
一
丁
目
と
の
間
の
東
西
の

横
町
は
、
照て
り

降ふ
り

町
と
俗
称
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
二
町
足
ら
ず
の
通
り
に
、
雪
駄

屋
と
下
駄
屋
が
軒
を
並
べ
て
い
た
こ
と

か
ら
付
い
た
も
の
で
す
。
南
端
に
は
本

船
町
へ
渡
る
荒
布
橋
が
架
か
り
ま
す
。

　
『
江
戸
買
物
独
案
内
』に
鰹
節
塩
干
肴

問
屋
の
尼
屋
・
遠
州
屋
、
乾
物
生
布
海

苔
・
苧
屑
切
問
屋
の
大
坂
屋
、
綿
打
道

具
問
屋
の
大
坂
屋
、
水
油
問
屋
の
植
村

屋
、
水
油
仲
買
の
緒
川
屋
、
麻
苧
問
屋

の
白
子
屋
、
薬
店
の
大
坂
屋
な
ど
の
名

前
。

　
『
便
覧
』に
問
屋
数
が
一
八
軒
。
鰹
節

問
屋
が
三
軒
で
、
下
り
塩
問
屋
・
水
油

仲
買
・
綿
打
道
具
問
屋
が
各
二
軒
。
他

に
明
樽
問
屋
・
麻
苧
問
屋
・
水
油
問
屋
・

下
り
傘
問
屋
・
下
り
蝋
燭
問
屋
・
線
香

問
屋
各
一
軒
、そ
の
他
三
軒
。
ま
た『
名

前
帳
』
に
は
問
屋
数
が
七
軒
で
、
肴
問

屋
が
二
軒
、
下
り
鰹
節
問
屋
が
一
軒
、

他
に
下
り
水
油
問
屋
・
地
廻
水
油
問
屋

が
各
一
軒
と
炭
薪
仲
買
・
両
替
屋
が
各

一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』に
砂
糖
商
の

小
林
弥
兵
衛
・
栗
林
幸
助
、
鰹
節
問
屋

兼
海
産
商
の
渋
谷
仙
之
助
、
乾
物
雑
穀

商
の
渋
澤
亀
吉
、
西
洋
織
物
其
外
商
の

米
倉
屋
、
鉱
物
業
の
高
橋
芳
兵
衛
、
國

光
石
油
㈱
販
売
店
、
ラ
ム
販
売
合
資
会

社
、
安
田
銀
行
と
、
小
舟
河
岸
に
第
三

銀
行
の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

　

小
舟
町
三
丁
目
の
一
円
（
小
舟
河
岸

の
一
部
を
含
む
）
は
、
関
東
大
震
災
後

の
帝
都
区
画
整
理
事
業
で
、昭
和
七（
一

九
三
二
）
年
九
月
一
日
に
小
舟
町
一
丁

目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
号
は
箱
崎
川
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�

（
菅
原
健
二
）
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